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ヱ.緒 言

近年、…重項酸素や ヒ ドロキシルラジカルな どの総称である活性酸素は癌や動脈硬化 な ど

の病気の原因 として、また老化 の原因 として注 目を集めている。活性酸素に対す る物質 の

抗酸化能は既に数多 く測定 されているが、それ らの多 くは常温 にお ける測定である。 一方

生体内では36℃ で反応が行 われ るので、その温度での抗酸化能のデー タが本来必要であ

る。 本研 究では常温での抗酸化能の測定結果 と36℃ での抗酸化能 を関係づ けるため、抗

酸化能 の温度変化を測定 した。

2.実 験

活性酸素種 と しては ヒ ドロキシルラジカルを用い、それは鉄(IDイ オンを用いるフェン ト

ン反応 によ り生成 させた。 ヒドロキシルラジカルの検出にはDMPOを スピン トラップ試薬

とす るESRの スピン トラップ法 を用 いた。抗酸化物質 としては抗酸化能が高い とされてい

るアスコル ビン酸 とメチオニンを用 いた。反応温度は20℃,30℃,36℃,40℃ とした。

フ レミー塩 を標準物質 としてス ピン数の定量を行 った。

3,結 果 と考察

ア スコル ビン酸 とメチオニ ンの抗酸化能の温度 依存性 を表1,2に 示 した。 ここで定義 し

た抗酸化能は通常の ヒ ドロキシルラジカル とスピン トラップ試薬DMPOと の反応速度klと

ヒ ドロキシル ラジカル と抗酸化物質 との反応速度k2の 差に基づ くものであるが、抗酸化

物質 の濃度依存性 を除 くため抗酸化物質1分 子あた り減少 した ヒ ドロキシルラジカル のス

ピン数で表現 してある。k2も 温度依存性 を示す と考えられ るので、ここでの温度変化はk1

とk2の 温度変化の差を示す と考えられ る。表1,2に 見 られ るよ うに両物質 とも見かけ

の温度変化は小 さい。 これはk1とk2の 温度依存性の差が小 さいこと、す なわちほ とん ど

同 じ温度依存性 を示す ことを意味 している。アスコル ビン酸の方が メチオニンに比べて4

倍程度抗酸化能が大きい ことに注意すべきである。

表1.ア スコル ビン酸の抗酸化能の温度変化 表2.メ チオニンの抗酸化能 の温度変化

温度/℃ 抗酸化能/104 温度/℃ 抗酸化能/10-1
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